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概要 
 
○しきい光電子分光法 
化学反応などの基礎データとして必要な、様々な原子・分子イオンのエネルギー準位を、世界最
高のスペクトル分解能で観測できる。 
○コインシデンス法（しきい光電子－光イオン－コインシデンス法） 
競合するいくつかの現象から、ある現象だけを選択的に観測する手法。しきい光電子分光法と組
み合わせることで、あるイオンの状態を基点とした遷移や解離などの現象を観測できる。例えば、
イオンのある特定のエネルギー準位からの発光を観測することで、イオンを用いたエキシマレー
ザーの開発などに貢献できる。また、光を用いた有毒ガスの無毒化など、環境科学分野にも応用
が可能である。 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所放射光研究施設 
関連する特許 1件  
関連する論文 1編 J. Chem. Phys. 117 1517 (2002) 
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